
 

学科共通履修細則一部改正 

（2019～2025年度入学生に適用する） 

 

 

2026年4月1日 

                                       

（下線部は改正箇所） 

新 旧 

略 略 

Ⅰ ファウンデーション科目群 

 初年次科目、外国言語科目（英語、ドイツ語、フランス語、中

国語、日本語）、体育科目がある。 

 科目は一部科目を除き、学科及び学生の必要に応じて、自由に

選択することができる。ただし、 

科目によっては人数を制限したり、クラスを指定したりすること

がある。 

（略） 

 

G. 体育科目 

 科目、単位数及び配当年次については、以下の表のとおりとす

る。 

 

科目一覧 

科目 単位数 配当年次 

スポーツ実習 １ 1 1年次以上 

健康スポーツ演習１ 2 1年次以上 

スポーツ実習 ２ 1 1年次以上 

健康スポーツ演習２ 2 1年次以上 

ネイチャーアクティビティ１ 1 1年次以上 

ネイチャーアクティビティ２ 1 1年次以上 

体験型スポーツ演習 2 1年次以上 

※「スポーツ実習１」を修得した場合「健康スポーツ演習１」を

履修することはできない。 

※「スポーツ実習２」を修得した場合「健康スポーツ演習２」を

履修することはできない。 

※「ネイチャーアクティビティ１」もしくは「ネイチャーアクティ

ビティ２」を修得した場合「体験型スポーツ演習」を履修するこ

とはできない。 

 

Ⅰ ファウンデーション科目群 

 初年次科目、外国言語科目（英語、ドイツ語、フランス語、中

国語、日本語）、体育科目がある。 

 科目は一部科目を除き、学科及び学生の必要に応じて、自由に

選択することができる。ただし、 

科目によっては人数を制限したり、クラスを指定したりすること

がある。 

（略） 

 

G. 体育科目 

 科目、単位数及び配当年次については、以下の表のとおりとす

る。 

 

科目一覧 

科目 単位数 配当年次 

スポーツ実習 １ 1 1年次以上 

（新設） 

スポーツ実習 ２ 1 1年次以上 

（新設） 
ネイチャーアクティビティ１ 1 1年次以上 

ネイチャーアクティビティ２ 1 1年次以上 

（新設） 

新設 

 

新設 

 

新設 

 

 

 

略 略 

 



心理学科履修細則一部改正 

（2025年度以前入学生に適用） 

【改正理由】

・管轄部署名の更新に伴う変更。

（下線部は改正箇所）

新 旧

Ⅰ 一般的事項

1 科目履修に関する基本的事項は、学則、心理学部規程、学科履

修細則、学科共通履修細則及び教職課程・学芸員・社会教育主事

の資格取得に関する規程等に掲げられている。これらを熟読の

上、以下に述べる諸項目や時間割作成の手引き・シラバス等を参

考にして、履修科目を決定する事。

2 同一時限に同時に開講されている科目は、重複して履修するこ

とができない。

3 授業科目のうちで、A、B、C 等の区別のあるものは、そのい

ずれか一つを選択履修すること。

4 各学期の履修上限単位数は、追手門学院大学履修登録に関する

取扱基準に定める。なお、卒業論文は春学期の履修制限単位数に

含まれる。

5 履修登録を所定の方法に従って、指定の期日までに行うこと。

この手続きをしない場合には、授業及び試験受けることも、単位

を修得することもできない。

Ⅱ 共通教育科目

1 ファウンデーション科目群（初年次科目）

1）「日本語表現」は、1 年次に履修することを推奨する。

2）「数的処理入門」は一部学生を除き 1 年次に履修することを

推奨する。

2 ファウンデーション科目群（外国言語科目）

1）「総合英語１」「総合英語２」「Online English Seminar 

1」「Online English Seminar 2」を必修とする(外国人特別学

生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定された者を除く)。

2）外国人特別学生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定され

た学生は、日本語 4 単位以上を修得しなければならない。

3 リベラルアーツ・サイエンス科目群

1）8 単位以上を修得しなければならない。

4 主体的学び科目群

Ⅰ 一般的事項

1 科目履修に関する基本的事項は、学則、心理学部規程、学科履

修細則、学科共通履修細則及び教職課程・学芸員・社会教育主事

の資格取得に関する規程等に掲げられている。これらを熟読の

上、以下に述べる諸項目や時間割作成の手引き・シラバス等を参

考にして、履修科目を決定する事。

2 同一時限に同時に開講されている科目は、重複して履修するこ

とができない。

3 授業科目のうちで、A、B、C 等の区別のあるものは、そのい

ずれか一つを選択履修すること。

4 各学期の履修上限単位数は、追手門学院大学履修登録に関する

取扱基準に定める。なお、卒業論文は春学期の履修制限単位数に

含まれる。

5 履修登録を所定の方法に従って、指定の期日までに行うこと。

この手続きをしない場合には、授業及び試験受けることも、単位

を修得することもできない。

Ⅱ 共通教育科目

1 ファウンデーション科目群（初年次科目）

1）「日本語表現」は、1 年次に履修することを推奨する。

2）「数的処理入門」は一部学生を除き 1 年次に履修することを

推奨する。

2 ファウンデーション科目群（外国言語科目）

1）「総合英語１」「総合英語２」「Online English Seminar 

1」「Online English Seminar 2」を必修とする(外国人特別学

生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定された者を除く)。

2）外国人特別学生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定され

た学生は、日本語 4 単位以上を修得しなければならない。

3 リベラルアーツ・サイエンス科目群

1）8 単位以上を修得しなければならない。

4 主体的学び科目群



1）外国人特別学生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定され

た学生は、「日本事情１」「日本事情２」を必修とする。

Ⅲ 学科科目

1 心理学科における学科科目は、必修科目、選択必修科目及び選

択科目に分かれる。

また、学科科目には、学年指定のある科目があるので、心理学部

規程を参照し、所定の方法により単位を修得しなければならな

い。

2 心理学科が開設する学科科目については、必修科目、選択必修

科目、選択科目及び卒業論文から 74 単位以上を修得しなければ

ならない。

3 選択科目については、心理学部規程を参照すること。また、心

理学科が開設する学科科目のうち、最低修得単位数(74 単位)を

超えて修得した科目の単位は、卒業要件単位として認める。

4 「心理演習」が履修可能となる条件として、公認心理師資格取

得に必要な科目の修得済み単位数や GPA 等の基準を設ける場

合がある。また、「心理演習」では、学内での演習授業を３０時

間程度受ける必要がある。

5 「心理実習１」「心理実習２」を履修するためには、事前に実

施されるガイダンスに参加した上で事前登録をしなければならな

い。「心理実習１」「心理実習２」が履修可能となる条件とし

て、公認心理師資格取得に必要な科目の修得済み単位数や GPA 

等の基準を設ける場合がある。また、「心理実習１」「心理実習

２」を通して 80 時間以上の学外実習を行い、かつ学内での事前

事後指導を適宜受ける必要がある。

6 「心理実習１」「心理実習２」を履修し、学外実習に参加する

ものは、これに係る費用を負担することとし、所定の期日まで

に、指定された要領で納付しなければならない。なお、一旦納入

した費用は原則返還しない。

Ⅳ 卒業論文

1 卒業論文は、選択科目 4 単位とする。心理学科第 4 年次に

在学する者は、担当教員の指導のもとに、所定の手続きを経て、

所定の期日までに卒業論文を提出することができる。

2 卒業論文は、心理学科の専攻に関連する研究成果を選び、論述

するものとする。

3 卒業論文は、12,000 字以上とする。

4 卒業論文は、12 月 15 日までに大学が指定する方法で提出し

なければならない。 なお、期日に遅れた者は受理しない。ただ

し、病気その他やむを得ない事情により期日までに提出できない

者は、その理由を証する書面を添えて 12 月 15 日までに願い

出た場合に限り、1 月 10 日を提出限度として延期を許可する

1）外国人特別学生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定され

た学生は、「日本事情１」「日本事情２」を必修とする。

Ⅲ 学科科目

1 心理学科における学科科目は、必修科目、選択必修科目及び選

択科目に分かれる。

また、学科科目には、学年指定のある科目があるので、心理学部

規程を参照し、所定の方法により単位を修得しなければならな

い。

2 心理学科が開設する学科科目については、必修科目、選択必修

科目、選択科目及び卒業論文から 74 単位以上を修得しなければ

ならない。

3 選択科目については、心理学部規程を参照すること。また、心

理学科が開設する学科科目のうち、最低修得単位数(74 単位)を

超えて修得した科目の単位は、卒業要件単位として認める。

4 「心理演習」が履修可能となる条件として、公認心理師資格取

得に必要な科目の修得済み単位数や GPA 等の基準を設ける場

合がある。また、「心理演習」では、学内での演習授業を３０時

間程度受ける必要がある。

5 「心理実習１」「心理実習２」を履修するためには、事前に実

施されるガイダンスに参加した上で事前登録をしなければならな

い。「心理実習１」「心理実習２」が履修可能となる条件とし

て、公認心理師資格取得に必要な科目の修得済み単位数や GPA 

等の基準を設ける場合がある。また、「心理実習１」「心理実習

２」を通して 80 時間以上の学外実習を行い、かつ学内での事前

事後指導を適宜受ける必要がある。

6 「心理実習１」「心理実習２」を履修し、学外実習に参加する

ものは、これに係る費用を負担することとし、所定の期日まで

に、指定された要領で納付しなければならない。なお、一旦納入

した費用は原則返還しない。

Ⅳ 卒業論文

1 卒業論文は、選択科目 4 単位とする。心理学科第 4 年次に

在学する者は、担当教員の指導のもとに、所定の手続きを経て、

所定の期日までに卒業論文を提出することができる。

2 卒業論文は、心理学科の専攻に関連する研究成果を選び、論述

するものとする。

3 卒業論文は、12,000 字以上とする。

4 卒業論文は、12 月 15 日までに教務課が指定する方法で提出

しなければならない。 なお、期日に遅れた者は受理しない。た

だし、病気その他やむを得ない事情により期日までに提出できな

い者は、その理由を証する書面を添えて 12 月 15 日までに願

い出た場合に限り、1 月 10 日を提出限度として延期を許可す



ことがある。

5 卒業論文の審査は論文審査及び口頭試問とし、複数の教員が担

当する。

6 卒業論文の審査に不合格の場合、あるいは提出しなかった場合

には、次年度の春学期に提出することができる。この場合には、

6 月 15 日までに卒業論文を大学に提出しなければならない。

なお、期日に遅れた者は受理しない。ただし病気その他やむを得

ない事情により期日までに提出できない者は、その理由を証する

書面を添えて 6月 15 日までに願い出た場合に限り、7 月 10 

日を提出限度として延期を許可することがある。

ることがある。

5 卒業論文の審査は論文審査及び口頭試問とし、複数の教員が担

当する。

6 卒業論文の審査に不合格の場合、あるいは提出しなかった場合

には、次年度の春学期に提出することができる。この場合には、

6 月 15 日までに卒業論文を教務課に提出しなければならな

い。

なお、期日に遅れた者は受理しない。ただし病気その他やむを得

ない事情により期日までに提出できない者は、その理由を証する

書面を添えて 6月 15 日までに願い出た場合に限り、7 月 10 

日を提出限度として延期を許可することがある。

附則

この細則は、2026年4月1日から施行する。



教職 教職

必修 選択必修 選択 1 2 3 4 ※ 必修 選択必修 選択 1 2 3 4 ※

コース基礎演習1 2 ○ ○ ○ コース基礎演習1 2 ○ ○ ○

コース基礎演習2 2 ○ ○ ○ コース基礎演習2 2 ○ ○ ○

コース演習 2 ○ ○ ○ コース演習 2 ○ ○ ○

専門演習Ⅰ 2 ○ ○ ○ 専門演習Ⅰ 2 ○ ○ ○

コース演習Ⅰ―1 2 ○ ○ コース演習Ⅰ―1 2 ○ ○

コース演習Ⅰ―2 2 ○ ○ コース演習Ⅰ―2 2 ○ ○

専門演習Ⅱ 2 ○ ○ 専門演習Ⅱ 2 ○ ○

専門演習Ⅲ 2 ○ ○ 専門演習Ⅲ 2 ○ ○

コース演習Ⅱ―1 2 ○ コース演習Ⅱ―1 2 ○

専門演習Ⅳ 2 ○ 専門演習Ⅳ 2 ○

コース演習Ⅱ―2 2 ○ コース演習Ⅱ―2 2 ○

経済学（基礎1） 2 ○ ○ ○ ○ 科 経済学（基礎1） 2 ○ ○ ○ ○ 科

経済学（基礎2） 2 ○ ○ ○ ○ 科 経済学（基礎2） 2 ○ ○ ○ ○ 科

ミクロ経済学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科 ミクロ経済学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科

マクロ経済学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科 マクロ経済学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科

実践基礎経済学 2 ○ ○ ○ ○ 科 実践基礎経済学 2 ○ ○ ○ ○ 科

日本経済史 2 ○ ○ ○ ○ 科 日本経済史 2 ○ ○ ○ ○ 科

外国経済史 2 ○ ○ ○ ○ 科 外国経済史 2 ○ ○ ○ ○ 科

グローバルヒストリー 2 〇 〇 〇 〇 科 グローバルヒストリー 2 〇 〇 〇 〇 科

ミクロ経済学 4 ○ ○ ○ 科 ミクロ経済学 4 ○ ○ ○ 科

マクロ経済学 4 ○ ○ ○ 科 マクロ経済学 4 ○ ○ ○ 科

統計学総論1 2 ○ ○ ○ ○ 科 統計学総論1 2 ○ ○ ○ ○ 科

統計学総論 2 ○ ○ ○ ○ 科 統計学総論 2 ○ ○ ○ ○ 科

論文演習 2 〇 論文演習 2 〇

国際経済学 4 ○ ○ ○ 科 国際経済学 4 ○ ○ ○ 科

金融論 4 ○ ○ ○ 科 金融論 4 ○ ○ ○ 科

国際金融論1 2 ○ ○ ○ 国際金融論1 2 ○ ○ ○

国際金融論2 2 ○ ○ ○ 国際金融論2 2 ○ ○ ○

経済理論・経済史特殊講義 2 ○ ○ ○ 経済理論・経済史特殊講義 2 ○ ○ ○

計量経済学 4 ○ ○ 計量経済学 4 ○ ○

経済変動論1 2 ○ ○ 経済変動論1 2 ○ ○

経済変動論 2 ○ ○ 経済変動論 2 ○ ○

経済変動論2 2 ○ ○ 経済変動論2 2 ○ ○

行動経済学1 2 ○ ○ 行動経済学1 2 ○ ○

行動経済学2 2 ○ ○ 行動経済学2 2 ○ ○

応用ミクロ経済学 2 〇 〇 応用ミクロ経済学 2 〇 〇

行動経済学 2 ○ ○ 行動経済学 2 ○ ○

ファイナンス論1 2 ○ ○ 科 ファイナンス論1 2 ○ ○ 科

ファイナンス論2 2 ○ ○ 科 ファイナンス論2 2 ○ ○ 科

ファイナンス 2 〇 ○ ○ 科 ファイナンス 2 〇 ○ ○ 科

ファイナンス演習 2 ○ ○ 科 ファイナンス演習 2 ○ ○ 科

租税論 4 ○ ○ ○ ○ 科 租税論 4 ○ ○ ○ ○ 科

地域と暮らし1 2 ○ ○ ○ ○ 地域と暮らし1 2 ○ ○ ○ ○

地域と暮らし2 2 ○ ○ ○ ○ 地域と暮らし2 2 ○ ○ ○ ○

地域とくらし 2 ○ ○ ○ ○ 地域とくらし 2 ○ ○ ○ ○

社会とくらし 2 ○ ○ ○ ○ 社会とくらし 2 ○ ○ ○ ○

経済政策 4 ○ ○ ○ 経済政策 4 ○ ○ ○

経済政策総論 2 ○ ○ ○ 経済政策総論 2 ○ ○ ○

日本経済論1 2 ○ ○ ○ 科 日本経済論1 2 ○ ○ ○ 科

日本経済論2 2 ○ ○ ○ 科 日本経済論2 2 ○ ○ ○ 科

日本経済 2 ○ ○ ○ 科 日本経済 2 ○ ○ ○ 科

日本経済演習 2 ○ ○ 科 日本経済演習 2 ○ ○ 科

財政学 4 ○ ○ ○ 科 財政学 4 ○ ○ ○ 科

労働経済学1 2 ○ ○ ○ 科 労働経済学1 2 ○ ○ ○ 科

労働経済学2 2 ○ ○ ○ 科 労働経済学2 2 ○ ○ ○ 科

生活経済論1 2 ○ ○ ○ 生活経済論1 2 ○ ○ ○

生活経済論2 2 ○ ○ ○ 生活経済論2 2 ○ ○ ○

公共政策1 2 ○ ○ ○ 科 公共政策1 2 ○ ○ ○ 科

公共政策2 2 ○ ○ ○ 科 公共政策2 2 ○ ○ ○ 科

公共政策 2 ○ ○ ○ 科 公共政策 2 ○ ○ ○ 科

公共政策演習 2 ○ ○ ○ 科 公共政策演習 2 ○ ○ ○ 科

労使関係論1 2 ○ ○ ○ 労使関係論1 2 ○ ○ ○

労使関係論2 2 ○ ○ ○ 労使関係論2 2 ○ ○ ○

人的資源特殊講義 2 ○ ○ ○ 人的資源特殊講義 2 ○ ○ ○

金融ビジネス論1 2 ○ ○ ○ 科 金融ビジネス論1 2 ○ ○ ○ 科

金融ビジネス論 2 ○ ○ ○ 科 金融ビジネス論 2 ○ ○ ○ 科

金融ビジネス論2 2 ○ ○ ○ 科 金融ビジネス論2 2 ○ ○ ○ 科

リスクと向き合う経済学 2 ○ ○ ○ リスクと向き合う経済学 2 ○ ○ ○

社会保障 4 ○ ○ ○ 社会保障 4 ○ ○ ○

食料経済論1 2 ○ ○ ○ 食料経済論1 2 ○ ○ ○

食料経済論2 2 ○ ○ ○ 食料経済論2 2 ○ ○ ○

SDGsと経済 2 ○ ○ ○ SDGsと経済 2 ○ ○ ○

多様社会特殊講義 2 ○ ○ ○ 多様社会特殊講義 2 ○ ○ ○

環境経済学1 2 ○ ○ ○ 環境経済学1 2 ○ ○ ○

環境経済学2 2 ○ ○ ○ 環境経済学2 2 ○ ○ ○

産業組織論1 2 ○ ○ ○ 産業組織論1 2 ○ ○ ○

産業組織論2 2 ○ ○ ○ 産業組織論2 2 ○ ○ ○

産業組織論 2 ○ ○ ○ 産業組織論 2 ○ ○ ○

産業組織論演習 2 ○ ○ ○ 産業組織論演習 2 ○ ○ ○

消費経済論1 2 ○ ○ ○ 消費経済論1 2 ○ ○ ○

消費経済論2 2 ○ ○ ○ 消費経済論2 2 ○ ○ ○

消費者保護論 2 ○ ○ ○ 消費者保護論 2 ○ ○ ○

経済政策特殊講義 2 ○ ○ ○ 経済政策特殊講義 2 ○ ○ ○

マクロ経済学演習 2 ○ ○ ○ マクロ経済学演習 2 ○ ○ ○

地方財政論 4 ○ ○ 科 地方財政論 4 ○ ○ 科

地方財政 2 〇 ○ ○ 科 地方財政 2 〇 ○ ○ 科

地球環境論1 2 ○ ○ 科 地球環境論1 2 ○ ○ 科

地球環境論2 2 ○ ○ 科 地球環境論2 2 ○ ○ 科

地球環境概論 2 〇 ○ ○ 科 地球環境概論 2 〇 ○ ○ 科

地球環境論演習 2 ○ ○ 科 地球環境論演習 2 ○ ○ 科

経済数学1 2 ○ ○ ○ ○ 科 経済数学1 2 ○ ○ ○ ○ 科

経済数学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科 経済数学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科

経済数学2 2 ○ ○ ○ ○ 科 経済数学2 2 ○ ○ ○ ○ 科

統計学総論2 2 ○ ○ ○ ○ 科 統計学総論2 2 ○ ○ ○ ○ 科

統計学演習 2 ○ ○ ○ 科 統計学演習 2 ○ ○ ○ 科

経済データ分析 2 ○ ○ ○ 経済データ分析 2 ○ ○ ○

消費データ分析 2 ○ ○ ○ 消費データ分析 2 ○ ○ ○

数理・情報特殊講義 2 ○ ○ ○ 数理・情報特殊講義 2 ○ ○ ○

ミクロ経済学演習 2 ○ ○ ○ ミクロ経済学演習 2 ○ ○ ○

情報分析 2 ○ ○ ○ 情報分析 2 ○ ○ ○

民法（総則） 2 ○ ○ ○ 民法（総則） 2 ○ ○ ○

民法（物権法） 2 ○ ○ ○ 民法（物権法） 2 ○ ○ ○

民法入門 2 ○ ○ ○ 民法入門 2 ○ ○ ○

商法 2 ○ ○ ○ 科 商法 2 ○ ○ ○ 科

会社法 2 ○ ○ 科 会社法 2 ○ ○ 科

行政法 2 ○ ○ ○ 行政法 2 ○ ○ ○

政治学概論1 2 ○ ○ ○ 科 政治学概論1 2 ○ ○ ○ 科

政治学概論2 2 ○ ○ ○ 科 政治学概論2 2 ○ ○ ○ 科

法学・政治学特殊講義 2 ○ ○ ○ 法学・政治学特殊講義 2 ○ ○ ○

税法総論 2 ○ ○ 税法総論 2 ○ ○

税法各論 2 ○ ○ 税法各論 2 ○ ○

労働関連法 2 ○ ○ 労働関連法 2 ○ ○

労働法制の経済学 2 ○ ○ 労働法制の経済学 2 ○ ○

入門簿記 2 ○ ○ ○ ○ 科 入門簿記 2 ○ ○ ○ ○ 科

企業財務入門 2 〇 〇 〇 〇 科 企業財務入門 2 〇 〇 〇 〇 科

マーケティング論基礎 2 ○ ○ ○ マーケティング論基礎 2 ○ ○ ○

マーケティング 2 ○ ○ ○ マーケティング 2 ○ ○ ○

マーケティング論 2 ○ ○ ○ マーケティング論 2 ○ ○ ○

初級会計学原理 2 ○ ○ ○ 科 初級会計学原理 2 ○ ○ ○ 科

中級会計学原理 2 ○ ○ ○ 科 中級会計学原理 2 ○ ○ ○ 科

企業会計原則 2 〇 〇 〇 科 企業会計原則 2 〇 〇 〇 科

資産管理 2 ○ ○ ○ 科 資産管理 2 ○ ○ ○ 科

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○ 国際事情 4 ○ ○ ○

ビジネス・エコノミクス 2 ○ ○ ○ ビジネス・エコノミクス 2 ○ ○ ○

リーダーシップ論 2 ○ ○ ○ リーダーシップ論 2 ○ ○ ○

ビジネス・プラクティス 2 ○ ○ ○ ビジネス・プラクティス 2 ○ ○ ○

テレワークと経済 2 ○ ○ ○ テレワークと経済 2 ○ ○ ○

国際ビジネスコミュニケーション 2 ○ ○ ○ 国際ビジネスコミュニケーション 2 ○ ○ ○

男女共同参画社会論 2 ○ ○ ○ 男女共同参画社会論 2 ○ ○ ○

女性起業論 2 ○ ○ ○ 女性起業論 2 ○ ○ ○

少子高齢化社会論 2 ○ ○ ○ 少子高齢化社会論 2 ○ ○ ○

ジェンダー論 2 ○ ○ ○ ジェンダー論 2 ○ ○ ○

単位数 配当年次

備考

演習 経済学 12単位

追手門学院大学経済学部規程一部改正【別表Ⅰ】新旧対照表（2019～2021年度入学生に適用）

国際
大学が認めた
留学生専用科
目

ビジネス
リーダー

男女共同
参画

34単位以
上

経済政策

数理・情
報

法学・政
治学

経営学

必修

別表I　経済学部経済学科開講科目表 別表I　経済学部経済学科開講科目表

学科科目

必修 演習 経済学

選択必修

学部共通
科目

経済理
論・経済
史

10単位以上経
済学（基礎
1）・経済学
（基礎2）・実
践基礎経済学
は1年次全員履
修すること

数理・情
報

コース科
目

備考

経済理
論・経済
史

履修区分 分野 授業科目

大学が認めた
留学生専用科
目

ビジネス
リーダー

男女共同
参画

コース科
目

経済理
論・経済
史

34単位以
上

経済政策

数理・情
報

法学・政
治学

経営学

国際

学科科目

経済学科 経済学科

12単位

経済理
論・経済
史

10単位以上経
済学（基礎
1）・経済学
（基礎2）・実
践基礎経済学
は1年次全員履
修すること

数理・情
報

履修区分 分野 授業科目
単位数 配当年次

学部共通
科目

(下線部は改正箇所)

旧新

選択必修



関西経済論1 2 ○ ○ ○ 関西経済論1 2 ○ ○ ○

関西経済 2 ○ ○ ○ 関西経済 2 ○ ○ ○

関西経済論2 2 ○ ○ ○ 関西経済論2 2 ○ ○ ○

中小企業論 2 ○ ○ ○ 中小企業論 2 ○ ○ ○

オーストラリア経済論1 2 ○ ○ ○ 科 オーストラリア経済論1 2 ○ ○ ○ 科

オーストラリア経済論 2 ○ ○ ○ 科 オーストラリア経済論 2 ○ ○ ○ 科

オーストラリア経済論2 2 ○ ○ ○ 科 オーストラリア経済論2 2 ○ ○ ○ 科

アメリカ経済論 2 ○ ○ ○ 科 アメリカ経済論 2 ○ ○ ○ 科

ヨーロッパ経済論 2 ○ ○ ○ 科 ヨーロッパ経済論 2 ○ ○ ○ 科

アジア経済論 2 ○ ○ ○ 科 アジア経済論 2 ○ ○ ○ 科

外国経済特殊講義 2 ○ ○ ○ 外国経済特殊講義 2 ○ ○ ○

ビジネスリーダープロジェクト 4 ○ ○ ビジネスリーダープロジェクト 4 ○ ○

女性活躍プロジェクト 4 ○ ○ 女性活躍プロジェクト 4 ○ ○

関西経済プロジェクト 4 ○ ○ 関西経済プロジェクト 4 ○ ○

グローバル経済プロジェクト 4 ○ ○ グローバル経済プロジェクト 4 ○ ○

ビジネス数理スキル（基礎） 2 ○ ○ ○ ビジネス数理スキル（基礎） 2 ○ ○ ○

ビジネス数理スキル（応用） 2 ○ ○ ○ ビジネス数理スキル（応用） 2 ○ ○ ○

ビジネスリテラシー（基礎） 2 ○ ○ ○ ビジネスリテラシー（基礎） 2 ○ ○ ○

ビジネスリテラシー（応用） 2 ○ ○ ○ ビジネスリテラシー（応用） 2 ○ ○ ○

キャリアシミュレーション（基礎） 2 ○ ○ キャリアシミュレーション（基礎） 2 ○ ○

キャリアシミュレーション（応用） 2 ○ ○ キャリアシミュレーション（応用） 2 ○ ○

日本史概説1 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説1 2 ○ ○ ○ 科

日本史概説2 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説2 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説1 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説1 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説2 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説2 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説1 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説1 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説2 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説2 2 ○ ○ ○ 科

職業指導論 2 ○ ○ ○ 科 職業指導論 2 ○ ○ ○ 科

人文地理学概説1 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説1 2 ○ ○ ○ 科

人文地理学概説2 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説2 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説1 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説1 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説 2 ○ ○ ○ 科 （新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

自然地理学概説2 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説2 2 ○ ○ ○ 科

地誌学1 2 ○ ○ ○ 科 地誌学1 2 ○ ○ ○ 科

地誌学2 2 ○ ○ ○ 科 地誌学2 2 ○ ○ ○ 科

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○ 国際表現演習 4 ○ ○ ○

選択

資格

選択必修
及び選択
合わせて
56単位以
上

国際
大学が認めた
留学生専用科
目

プログラ
ム科目

4単位以上

関西経済

グローバ
ルビジネ
ス

（略）

プロジェ
クト

キャリア

プログラ
ム科目

4単位以上

関西経済

グローバ
ルビジネ
ス

（略）

プロジェ
クト

キャリア

※「コース演習Ⅰ―1」を修得した場合、「専門演習Ⅱ」を履修することはできない。

※「コース演習Ⅰ―2」を修得した場合、「専門演習Ⅲ」を履修することはできない。

※「コース演習Ⅱ―1」を修得した場合、「専門演習Ⅳ」を履修することはできない。

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に
関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

※「コース基礎演習1」を修得した場合、「コース演習」を履修することはできない。

※「コース基礎演習2」を修得した場合、「専門演習Ⅰ」を履修することはできない。

資格

選択必修
及び選択
合わせて
56単位以
上

国際
大学が認めた
留学生専用科
目

※「行動経済学2」を修得した場合、「行動経済学」を履修することはできない。

※「ファイナンス論1」を修得した場合、「ファイナンス」を履修することはできない。

※「ファイナンス論2」を修得した場合、「ファイナンス演習」を履修することはできない。

※「統計学総論1」を修得した場合、「統計学総論」を履修することはできない。

※「経済変動論1」を修得した場合、「経済変動論」を履修することはできない。

※「行動経済学1」を修得した場合、「応用ミクロ経済学」を履修することはできない。

※「経済学（基礎1）」を修得した場合、「ミクロ経済学入門」を履修することはできない。

※「経済学（基礎2）」を修得した場合、「マクロ経済学入門」を履修することはできない。

※「外国経済史」を修得した場合、「グローバルヒストリー」を履修することはできない。

※「公共政策2」を修得した場合、「公共政策演習」を履修することはできない。

※「労使関係論2」を修得した場合、「人的資源特殊講義」を履修することはできない。

※「金融ビジネス論1」を修得した場合、「金融ビジネス論」を履修することはできない。

※「日本経済論1」を修得した場合、「日本経済」を履修することはできない。

※「日本経済論2」を修得した場合、「日本経済演習」を履修することはできない。

※「公共政策1」を修得した場合、「公共政策」を履修することはできない。

※「地域と暮らし1」を修得した場合、「地域とくらし」を履修することはできない。

※「地域と暮らし2」を修得した場合、「社会とくらし」を履修することはできない。

※「経済政策」を修得した場合、「経済政策総論」を履修することはできない。

※「数理・情報特殊講義」を修得した場合、「ミクロ経済学演習」を履修することはできない。

※「地球環境論1」を修得した場合、「地球環境概論」を履修することはできない。

※「地球環境論2」を修得した場合、「地球環境論演習」を履修することはできない。

※「経済数学1」を修得した場合、「経済数学入門」を履修することはできない。

※「産業組織論2」を修得した場合、「産業組織論演習」を履修することはできない。

※「経済政策特殊講義」を修得した場合、「マクロ経済学演習」を履修することはできない。

※「地方財政論」を修得した場合、「地方財政」を履修することはできない。

※「食料経済論1」を修得した場合、「SDGsと経済」を履修することはできない。

※「食料経済論2」を修得した場合、「多様社会特殊講義」を履修することはできない。

※「産業組織論1」を修得した場合、「産業組織論」を履修することはできない。

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に
関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

※「コース基礎演習1」を修得した場合、「コース演習」を履修することはできない。

附則

この規程は、2026年4月1日から施行する。

※「ビジネス・プラクティス」を修得した場合、「テレワークと経済」を履修することはできない。

※「関西経済論1」を修得した場合、「関西経済」を履修することはできない。

※「オーストラリア経済論1」を修得した場合、「オーストラリア経済論」を履修することはできない。

※「マーケティング論基礎」を修得した場合、「マーケティング」を履修することはできない。

※「初級会計学原理」を修得した場合、「企業会計原則」を履修することはできない。

※「中級会計学原理」を修得した場合、「資産管理」を履修することはできない。

※「民法（物権法）」を修得した場合、「民法入門」を履修することはできない。

※「労働関連法」を修得した場合、「労働法制の経済学」を履修することはできない。

※「入門簿記」を修得した場合、「企業財務入門」を履修することはできない。

※「統計学総論2」を修得した場合、「統計学演習」を履修することはできない。

※「経済データ分析」を修得した場合、「消費データ分析」を履修することはできない。

※「外国経済史」を修得した場合、「グローバルヒストリー」を履修することはできない。

※「統計学総論1」を修得した場合、「統計学総論」を履修することはできない。

※「経済変動論1」を修得した場合、「経済変動論」を履修することはできない。

※「行動経済学1」を修得した場合、「応用ミクロ経済学」を履修することはできない。

※「行動経済学2」を修得した場合、「行動経済学」を履修することはできない。

※「ファイナンス論1」を修得した場合、「ファイナンス」を履修することはできない。

※「コース基礎演習2」を修得した場合、「専門演習Ⅰ」を履修することはできない。

※「コース演習Ⅰ―1」を修得した場合、「専門演習Ⅱ」を履修することはできない。

※「コース演習Ⅰ―2」を修得した場合、「専門演習Ⅲ」を履修することはできない。

※「コース演習Ⅱ―1」を修得した場合、「専門演習Ⅳ」を履修することはできない。

※「経済学（基礎1）」を修得した場合、「ミクロ経済学入門」を履修することはできない。

※「経済学（基礎2）」を修得した場合、「マクロ経済学入門」を履修することはできない。

※「地球環境論1」を修得した場合、「地球環境概論」を履修することはできない。

※「地球環境論2」を修得した場合、「地球環境論演習」を履修することはできない。

※「公共政策1」を修得した場合、「公共政策」を履修することはできない。

※「公共政策2」を修得した場合、「公共政策演習」を履修することはできない。

※「労使関係論2」を修得した場合、「人的資源特殊講義」を履修することはできない。

※「金融ビジネス論1」を修得した場合、「金融ビジネス論」を履修することはできない。

※「食料経済論1」を修得した場合、「SDGsと経済」を履修することはできない。

※「食料経済論2」を修得した場合、「多様社会特殊講義」を履修することはできない。

※「ファイナンス論2」を修得した場合、「ファイナンス演習」を履修することはできない。

※「地域と暮らし1」を修得した場合、「地域とくらし」を履修することはできない。

※「地域と暮らし2」を修得した場合、「社会とくらし」を履修することはできない。

※「経済政策」を修得した場合、「経済政策総論」を履修することはできない。

※「日本経済論1」を修得した場合、「日本経済」を履修することはできない。

※「日本経済論2」を修得した場合、「日本経済演習」を履修することはできない。

※「自然地理学概説1」を修得した場合、「自然地理学概説」を履修することはできない。 (新設）

※「オーストラリア経済論1」を修得した場合、「オーストラリア経済論」を履修することはできない。

選択

※「入門簿記」を修得した場合、「企業財務入門」を履修することはできない。

※「マーケティング論基礎」を修得した場合、「マーケティング」を履修することはできない。

※「初級会計学原理」を修得した場合、「企業会計原則」を履修することはできない。

※「中級会計学原理」を修得した場合、「資産管理」を履修することはできない。

※「ビジネス・プラクティス」を修得した場合、「テレワークと経済」を履修することはできない。

※「関西経済論1」を修得した場合、「関西経済」を履修することはできない。

※「経済数学1」を修得した場合、「経済数学入門」を履修することはできない。

※「統計学総論2」を修得した場合、「統計学演習」を履修することはできない。

※「経済データ分析」を修得した場合、「消費データ分析」を履修することはできない。

※「数理・情報特殊講義」を修得した場合、「ミクロ経済学演習」を履修することはできない。

※「民法（物権法）」を修得した場合、「民法入門」を履修することはできない。

※「労働関連法」を修得した場合、「労働法制の経済学」を履修することはできない。

※「産業組織論1」を修得した場合、「産業組織論」を履修することはできない。

※「産業組織論2」を修得した場合、「産業組織論演習」を履修することはできない。

※「経済政策特殊講義」を修得した場合、「マクロ経済学演習」を履修することはできない。

※「地方財政論」を修得した場合、「地方財政」を履修することはできない。



（下線部は改正箇所）

別表Ⅰ　社会学科開講科目表 別表Ⅰ　社会学科開講科目表

必修
選択
必修

選択 1 2 3 4 必修
選択
必修

選択 1 2 3 4

社会学入門演習 2 ○ ○ ○ ○ 社会学入門演習 2 ○ ○ ○ ○

基礎演習１ 2 ○ ○ ○ 基礎演習１ 2 ○ ○ ○

基礎演習２ 2 ○ ○ ○ 基礎演習２ 2 ○ ○ ○

専門演習１ 2 ○ ○ 専門演習１ 2 ○ ○

専門演習２ 2 ○ ○ 専門演習２ 2 ○ ○

卒論演習１ 2 ○ 卒論演習１ 2 ○

卒論演習２ 2 ○ 卒論演習２ 2 ○

卒業研究 卒業研究 6 ○ ６単位 卒業研究 卒業研究 6 ○ ６単位

社会学基礎 2 ○ 選択必修から４６単位以上 社会学基礎 2 ○ 選択必修から４６単位以上

社会文化論基礎１ 2 ○ ○ ○ ○ 社会文化論基礎１ 2 ○ ○ ○ ○

社会文化論基礎２ 2 ○ ○ ○ ○ 社会文化論基礎２ 2 ○ ○ ○ ○

社会調査基礎 2 ○ 社会調査基礎 2 ○

社会調査法 2 ○ ○ ○ ○
「社会調査基礎」を修得した場合
「社会調査法」を履修することはできない。 社会調査法 2 ○ ○ ○ ○

「社会調査基礎」を修得した場合
「社会調査法」を履修することはできない。

社会学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 社会学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

社会学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 社会学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

文化人類学 2 ○ ○ ○ 科 文化人類学 2 ○ ○ ○ 科

社会統計学 2 ○ ○ ○ 社会統計学 2 ○ ○ ○

多変量解析法 2 ○ ○ ○
「社会統計学」を修得した場合
「多変量解析法」を履修することはできない。 多変量解析法 2 ○ ○ ○

「社会統計学」を修得した場合
「多変量解析法」を履修することはできない。

量的調査１ 2 ○ ○ ○ 量的調査１ 2 ○ ○ ○

データ分析基礎 2 ○ ○ ○
「量的調査１」を修得した場合
「データ分析基礎」を履修することはできない。 データ分析基礎 2 ○ ○ ○

「量的調査１」を修得した場合
「データ分析基礎」を履修することはできない。

量的調査２ 2 ○ ○ ○ 量的調査２ 2 ○ ○ ○

量的調査法 2 ○ ○ ○
「量的調査２」を修得した場合
「量的調査法」を履修することはできない。 量的調査法 2 ○ ○ ○

「量的調査２」を修得した場合
「量的調査法」を履修することはできない。

質的調査１ 2 ○ ○ ○ 質的調査１ 2 ○ ○ ○

質的調査法 2 ○ ○ ○
「質的調査１」を修得した場合
「質的調査法」を履修することはできない。 質的調査法 2 ○ ○ ○

「質的調査１」を修得した場合
「質的調査法」を履修することはできない。

質的調査２ 2 ○ ○ 質的調査２ 2 ○ ○

社会学理論 2 ○ ○ 科 社会学理論 2 ○ ○ 科

社会学史 2 ○ ○ 科 社会学史 2 ○ ○ 科

哲学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 哲学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

哲学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 哲学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

法律学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 法律学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

法律学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 法律学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

社会福祉概論１ 2 ○ ○ ○ 社会福祉概論１ 2 ○ ○ ○

社会福祉概論２ 2 ○ ○ ○ 社会福祉概論２ 2 ○ ○ ○

情報社会学 2 ○ ○ ○ 科 情報社会学 2 ○ ○ ○ 科

流行の社会学 2 ○ ○ ○ 流行の社会学 2 ○ ○ ○

グローバル社会論 2 ○ ○ ○ グローバル社会論 2 ○ ○ ○

科学技術論 2 ○ ○ ○ 科 科学技術論 2 ○ ○ ○ 科

都市社会論 2 ○ ○ ○ 科 都市社会論 2 ○ ○ ○ 科

食と農の社会学 2 ○ ○ ○ 食と農の社会学 2 ○ ○ ○

消費社会論 2 ○ ○ ○ 消費社会論 2 ○ ○ ○

社会問題論 2 ○ ○ ○ 独 社会問題論 2 ○ ○ ○ 独

家族問題論 2 ○ ○ ○ 家族問題論 2 ○ ○ ○

福祉社会学 2 ○ ○ ○ 科 福祉社会学 2 ○ ○ ○ 科

人権問題論 2 ○ ○ ○ 科 人権問題論 2 ○ ○ ○ 科

社会階層論 2 ○ ○ ○ 社会階層論 2 ○ ○ ○

病いの社会学 2 ○ ○ ○ 病いの社会学 2 ○ ○ ○

リスク社会論 2 ○ ○ リスク社会論 2 ○ ○

現代社会論 2 ○ ○ 科 現代社会論 2 ○ ○ 科

環境社会学 2 ○ ○ 科 環境社会学 2 ○ ○ 科

比較文化論 2 ○ ○ 比較文化論 2 ○ ○

犯罪社会学 2 ○ ○ 犯罪社会学 2 ○ ○

ダイバーシティーの社会学 2 ○ ○ 科 ダイバーシティーの社会学 2 ○ ○ 科

ジェンダーの社会学 2 ○ ○ ジェンダーの社会学 2 ○ ○

医療社会学 2 ○ ○ 医療社会学 2 ○ ○

現代社会リサーチ演習１ 2 ○ ○ ○ 現代社会リサーチ演習１ 2 ○ ○ ○

現代社会リサーチ演習２ 2 ○ ○ ○ 現代社会リサーチ演習２ 2 ○ ○ ○

現代社会論演習１ 2 ○ ○ ○ 現代社会論演習１ 2 ○ ○ ○

現代社会論演習２ 2 ○ ○ ○ 現代社会論演習２ 2 ○ ○ ○

現代社会リサーチ特論１ 2 ○ ○ 現代社会リサーチ特論１ 2 ○ ○

社会調査演習１ 2 ○ ○
「現代社会リサーチ特論１」を修得した場合
「社会調査演習１」を履修することはできない。 社会調査演習１ 2 ○ ○

「現代社会リサーチ特論１」を修得した場合
「社会調査演習１」を履修することはできない。

現代社会リサーチ特論２ 2 ○ ○ 現代社会リサーチ特論２ 2 ○ ○

社会調査演習２ 2 ○ ○
「現代社会リサーチ特論２」を修得した場合
「社会調査演習２」を履修することはできない。 社会調査演習２ 2 ○ ○

「現代社会リサーチ特論２」を修得した場合
「社会調査演習２」を履修することはできない。

現代社会特論 2 ○ ○ 現代社会特論 2 ○ ○

現代メディア論 2 ○ ○ ○ 科 現代メディア論 2 ○ ○ ○ 科

サブカルチャー論 2 ○ ○ ○ 科 サブカルチャー論 2 ○ ○ ○ 科

芸術社会論 2 ○ ○ ○ 芸術社会論 2 ○ ○ ○

芸能文化論 2 ○ ○ ○ 芸能文化論 2 ○ ○ ○

コミュニケーションの社会学 2 ○ ○ ○ 科 コミュニケーションの社会学 2 ○ ○ ○ 科

身体表現論 2 ○ ○ ○ 身体表現論 2 ○ ○ ○

人間関係論 2 ○ ○ ○ 科 人間関係論 2 ○ ○ ○ 科

演劇論 2 ○ ○ ○ 演劇論 2 ○ ○ ○

現代文化論 2 ○ ○ 科 現代文化論 2 ○ ○ 科

広告の社会学 2 ○ ○ 広告の社会学 2 ○ ○

コミュニケーション・表現入門演習１ 2 ○ ○ コミュニケーション・表現入門演習１ 2 ○ ○

コミュニケーション・表現入門演習２ 2 ○ ○ コミュニケーション・表現入門演習２ 2 ○ ○

コミュニケーション・表現演習１ 2 ○ ○ ○ コミュニケーション・表現演習１ 2 ○ ○ ○

コミュニケーション・表現演習２ 2 ○ ○ ○ コミュニケーション・表現演習２ 2 ○ ○ ○

社会文化デザイン演習１ 2 ○ ○ ○ 社会文化デザイン演習１ 2 ○ ○ ○

社会文化デザイン演習２ 2 ○ ○ ○ 社会文化デザイン演習２ 2 ○ ○ ○

演劇・ダンス演習 2 ○ ○ 演劇・ダンス演習 2 ○ ○

アート環境創造特論 2 ○ ○ アート環境創造特論 2 ○ ○

コミュニケーション表現特論 2 ○ ○ コミュニケーション表現特論 2 ○ ○

サブカルチャー特論 2 ○ ○ サブカルチャー特論 2 ○ ○

社会文化デザイン特論 2 ○ ○
「サブカルチャー特論」を修得した場合
「社会文化デザイン特論」を履修することはできない。 （新設） （新設） （新設） （新設）

メディア文化構想特論 2 ○ ○ メディア文化構想特論 2 ○ ○

スポーツ社会学 2 ○ ○ ○ 科 スポーツ社会学 2 ○ ○ ○ 科

社会と健康 2 ○ ○ ○ 科 社会と健康 2 ○ ○ ○ 科

スポーツ文化論 2 ○ ○ ○ 科 スポーツ文化論 2 ○ ○ ○ 科

スポーツ教育学 2 ○ ○ ○ スポーツ教育学 2 ○ ○ ○

スポーツ心理学 2 ○ ○ ○ スポーツ心理学 2 ○ ○ ○

スポーツ文化創造論 2 ○ ○ ○ スポーツ文化創造論 2 ○ ○ ○

スポーツマーケティング論 2 ○ ○ ○ スポーツマーケティング論 2 ○ ○ ○

スポーツ戦略論 2 ○ ○ ○ スポーツ戦略論 2 ○ ○ ○

生涯スポーツ論 2 ○ ○ 生涯スポーツ論 2 ○ ○

組織社会学 2 ○ ○ 組織社会学 2 ○ ○

スポーツ文化特論１ 2 ○ ○ スポーツ文化特論１ 2 ○ ○

スポーツ文化特論２ 2 ○ ○ スポーツ文化特論２ 2 ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○ 国際事情 4 ○ ○ ○

追手門学院大学社会学部規程一部改正【第8条第2項別表Ⅰ（別紙１）関係】新旧対照表 

（2019年度入学生に適用） 

新 旧

履修区分 分野 授業科目
単位 配当年次

教職
※

教職
※

要件授業科目
単位 配当年次

必
修

学
科
科
目

主
体
的
研
究
科
目
群

演
習
科
目
群

１４単位

必
修

学
科
科
目

主
体
的
研
究
科
目
群

要件 履修区分 分野

演
習
科
目
群

１４単位

選
択
必
修

学
科
科
目

学
部
共
通
科
目
群

学
部
コ
ア
科
目

選
択
必
修

学
科
科
目

学
部
共
通
科
目
群

大学が認めた留学生専用科目

学
部
コ
ア
科
目

学
部
教
養
科
目

学
部
教
養
科
目

専
攻
科
目
群

現
代
社
会
学
コ
ー

ス

専
攻
科
目
群

現
代
社
会
学
コ
ー

ス

社
会
文
化
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

社
会
文
化
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

ス
ポ
ー

ツ
文
化
コ
ー

ス

ス
ポ
ー

ツ
文
化
コ
ー

ス

国
際

大学が認めた留学生専用科目

国
際



国際表現演習 4 ○ ○ ○ 国際表現演習 4 ○ ○ ○

日本史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

日本史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

人文地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科

人文地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説 2 ○ ○ ○ 科
「自然地理学概説１」を修得した場合
「自然地理学概説」を履修することはできない。 （新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

自然地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科

地誌学１ 2 ○ ○ ○ 科 地誌学１ 2 ○ ○ ○ 科

地誌学２ 2 ○ ○ ○ 科 地誌学２ 2 ○ ○ ○ 科

教育心理学 2 ○ ○ ○ 職 教育心理学 2 ○ ○ ○ 職

地球環境論１ 2 ○ ○ 地球環境論１ 2 ○ ○

地球環境論２ 2 ○ ○ 地球環境論２ 2 ○ ○

選
択
必
修

学
科
科
目

選
択
必
修

学
科
科
目

大学が認めた留学生専用科目

国
際

大学が認めた留学生専用科目

国
際

学
科
科
目

発
展
科
目
群

展
開
科
目

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科
目」「教育実践に関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関
する科目」「教育実践に関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

選
択

学
科
科
目

発
展
科
目
群

展
開
科
目

選
択
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【2021～2019 年度入学生用】STUDY GUIDE 

資格取得 教職課程 新旧表 

Ⅲ 基礎資格及び本学が定める最低修得単位数等について 

①施行規則第 66条の 6に定める科目 

該当学部 新 旧 

全学部 

＜体育＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

スポーツ実習１ １ スポーツ実習１ １ 

健康スポーツ演習１ ２ （新設） （新設） 

スポーツ実習２ １ スポーツ実習２ １ 

健康スポーツ演習２ ２ （新設） （新設） 

スポーツ学 ２ スポーツ学 ２ 

※「スポーツ実習１」を修得済みの場合、「健康スポーツ演習１」を履修することはできない。 

※「スポーツ実習２」を修得済みの場合、「健康スポーツ演習２」を履修することはできない。 

 

該当学部 新 旧 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

＜外国語コミュ

ニケーション＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

English３（Communication） ４ English３（Communication） ４ 

English Communication２ ４ （新設） （新設） 

※「English３（Communication）」もしくは「English Communication２」のどちらかを修得すること。 

 

④「教科及び教科の指導法に関する科目」及び、各学科の最低修得単位数と「教科及び教科の指導

法に関する科目」 

該当学部 新 旧 

国際教養学部 

国際日本学科 

 

中学国語 

高校国語 

＜漢文学＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

日本文学４（漢文１） ２ 日本文学４（漢文１） ２ 

漢文学１ ２ （新設） （新設） 

日本文学５（漢文２） ２ 日本文学５（漢文２） ２ 

漢文学２ ２ （新設） （新設） 

古典基礎１ ２ 古典基礎１ ２ 

古典基礎２ ２ 古典基礎２ ２ 

※「日本文学４（漢文１）」を修得済みの場合、「漢文学１」を履修することはできない。 

※「日本文学５（漢文２）」を修得済みの場合、「漢文学２」を履修することはできない。 
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該当学部 新 旧 

国際教養学部 

国際日本学科 

 

中学国語 

＜書道＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

書道１ ２ 書道１ ２ 

書道 ２ （新設） （新設） 

書道２ ２ 書道２ ２ 

※「書道１」を修得済みの場合、「書道」を履修することはできない。 

 

該当学部 新 旧 

国際教養学部以外 

 

中学社会 

＜地理学＞ 

高校地理歴史 

＜人文地理学・

自然地理学＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

自然地理学概説１ ２ 自然地理学概説１ ２ 

自然地理学概説 ２ （新設） （新設） 

自然地理学概説２ ２ 自然地理学概説２ ２ 

※「自然地理学概説１」を修得済みの場合、「自然地理学概説」を履修することはできない。 

 

該当学部 新 旧 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

中学英語 

高校英語 

＜英語コミュニ

ケーション＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

English３（Communication） ４ English３（Communication） ４ 

English Communication２ ４ （新設） （新設） 

※「English３（Communication）」もしくは「English Communication２」のどちらかを履修すること。 

 


